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奈 良 女 子 大学21世 紀COEプ ロ グラ ムNewsLetterNo .14

2008.3.31

奈 良と古 代
古代日本形成の特質解明の研究教育拠点

国際シンポジウム

「■ 古代東アジアにおける都市の成立 報告 ■「

宮 路 淳子(大 学院人間文化研究科准教授)

◆ 国際 シ ンポ ジ ウム

古代 東 ア ジア にお ける都 市 の成 立

第1日2008年2月16日(土)13:00～17:15

於:本 学文学部南棟2階S218号 教室

◇ 東 ア ジア にお ける初期 都市論 の現状 と課題

宮 路 淳子(奈 良女子大学)

◇ 伽耶 地域 にお ける都市 の成 立 と展 開

朴 天秀 雌 国慶北大学校)

◇ 百済 にお ける都 市 の成 立 と展 開

一風納土城の発掘成果を中心に一申鍾 國(韓 国国立文化財研究所)

◇ ベ トナ ム にお ける古代 都市 の発展

TongTrungTin(ベ トナム社会科学院考古学院)

◇ 司会 宮路 淳子 シンポジウムの様子

第2日2008年2月17日(日)g:oo～15:00踏 まえ、 大伽 椰 の都 市 で あ る高霊 で は、5世 紀 末

於:本 学文学部南棟2階S218号 教室 頃 に複 数 の 山城 に よっ て防御 され た防御 網 が 形成

◇ 中国 にお ける初 現 期 の都市 一都市形成の4段 階一 され た こ とな どを報 告 され ま した 。 申鍾 國氏 は百

岡村 秀典(京 都大学)済 初期 都 城 とみ られ る風納 十 城 につい て 、遅 くと

◇ 日本 にお ける都 市 の初 現 ・纏 向遺跡 の調査 か ら も3世 紀 代 に は風 納 土 城 が築 造 され てい た こ とを

橋 本輝 彦(桜 井市埋蔵文化財センター)

唾雛 膿 概鎌灘
_,1,㍉ ∵ 、.1

総 ト 宮諜 蒲 灘 … 貿'℃ 匂"
ム嬬 繋 孟罷 繕 舗 黙 義重 〆 ぺ …^鱈 酔 …
を踏 まえて、東 アジア諸地域の都市成立 の過程 と_.

比較するこ とにより、 日本の古代都市 および国家 …『一『'▼:「 華 一『畢開

形 成 の特 質 を明 らか にす る こと を試 み ま した。(前 列左より)舘 野氏、久住氏、申氏、T。ng氏、朴氏、岡村氏。

第1日 は まず宮 路 よ り東 アジ ア にお け る初期 都(後 列左より)宮 路氏、橋本氏、寺澤氏、出田氏。

市論 の現状 と課題 についての整理 を行 い、 「都 市」 報告 され ま した。TongTrungTin氏 はベ トナ ムの

の定 義 や東 ア ジアで の初 期 都市 の形成 過 程 、 日本 囲 壁 集 落 の 変遷 や 、昇 龍(タ ンロ ン)城 ・ハ ノ イ京

にお ける都 市成 立 過 程 の特 質 につ い て の問題 提 起 につ い て11世 紀 の都 市 計 画 が現 在 の 旧市 街 に まで

を行 い ま した。朴 天 秀氏 は最近 の考古 学 的 成果 を 受 け継 がれ てい る こ とな どを報 告 され ま した。
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第2日 は岡村秀典氏により、中国の古代都市が環濠 恵・那珂遺跡群など北部九州の遺跡について、他の拠

集落一城郭集落 一宮城の成立一王都 とい う4段 階を 点集落 とは規模や内容で大 きく異なり、弥生時代の「都

経て誕生 したことなどを指摘 されました。橋本輝彦氏 市」として検討すべきと指摘 されました。発表後、都市

は纏向遺跡が同時代 の古墳時代集落 と一線 を画する の定義や各国の特質などについて活発 な討論が行 わ

ものであったことを指摘 されました。久住猛雄氏は比 れました。2日間で百数十名の参加者が集まりました。

「■ 研究会 古墳時代像の再構築に向けて ■「

◆研 究会 古墳時代像 の再構築 に向 けて 討論 では約20名 の出席者 を交 え、文 献史学 ・考 古

2008年1月26日 田14:00～17:00学 の学 問的方法 の特性 ・限界、前方後 円墳 国家 とい

於:本 学文学部北棟1階N101号 教室 う概念 などの問題 に関して活発 な議論がなされました。

広瀬和雄(国 立歴史民俗博物館/奈良好 大学)週L上1

1鍵隷搬輔灘1褐 ぎ繁.
前提 にして進められている・ と批判 されました・そ ・、 冒(凄

哺 脂 即一_

箒論 霧 募舗 綾灘 欝 鵠棊楚曇、 ＼ 覧プ ー 噸 い_
比 してま とめ られ ま した。 研究会の様子

シ ン ポ ジ ウ ム

「■ 王の条件 一水林彪著 『天皇制史論』 をめぐって一 ■「

◆ シンポ ジウム 王の条件 まず 、大 久保氏 、渡辺氏 、小 路 田氏 、小林氏 の順
一水林彪著 「天皇制史論』 をめ ぐって一 番 で、水林 氏 の著書 に対す る疑問 や意 見 な どが発 表

2008年3月4日(ゾり13:00～17:30さ れ、 それぞ れ.の質問 に対 して水林氏 が回答 され ま

於:本 学大学院F棟5階会議室 した。

◇共 同態 ・首長共 同態 に関す るメモ そ の後 の総合討論 で は、水 林氏 の定 義す る 「原 始

大久保徹也(徳 島文理大学)共 同体」 に議 論が 集 中 し、弥 生時代 の遺跡 か ら出土

◇ 〔中国古代 史か ら〕 中国古代皇帝 権力 の正当性 の した五鉄銭 の意味 や、原始 の形 態 を どの よ うに想 定

根源 と支配の構造 につい て すべ きかが議 論 の中心 とな り、活発 な意見交換 が な

渡辺信一郎(京 都府立大学)さ れ ま した。

◇水林彪著 『天皇制史論』批判

小路 田泰直(奈 良女子大学)

◇ コメ ン ト 小林敏男(大 東文化大学)

◇ コメン ト 水林彪(一 橋大学)

◇司会 小路 田泰直(奈 良女子大学)

本 シンポジウムでは、 『天皇制史論』(岩 波書 店、

2006年)を 出版 された水林彪氏 をお招 きして、書評

会 の形で進 め られ ま した。 シンポジウムの様子

「■ レポー ト 扶余訪問記 ■「

竹 内 亮(全 学共通(COE担 当)助 教)

韓 国 ・忠清南 道の南部 に位置す る地方都市 で ある 年3月25日 か ら28日 まで、扶 余 に残 る洒批時代 の遺

扶余 は、538年 に百済が公 州か ら遷都 し、660年 の百 跡 と遺物 を調査 す る ため、舘 野和 己 ・竹内亮 ・北 田

済滅亡 まで王都 と して栄 えた洒批 の故 地です 。2008裕 行 ・吉野秋二 ・林部均(奈 良県立橿原考古学研究所 ・
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本学COEプ ログラム共同研究員)の5名(舘 野 ・林 扶余では、国立扶余博物館学芸員である李鋳賢氏

部両名は29日帰国)で 扶余 を訪れました。 の案内の もと、洒批都城の東 を画する羅城、百済時

代の木簡が出土 した陵山里廃寺 ・官北里遺跡 ・宮南

池跡などの遺跡の実地踏査 を行ないました。特 に、

一 国立扶余文化財研究所長の金容民氏、同所学芸員の

鳶竣逸鷺 評1麟 難ll諾欝糠
み「rrき .菱篭 τノ ∫・ 饗 響 雲皆繋讐 野 撫 査島繧'丁婁 轟 璽 三

二 亀∵ 這翻 出讐 癬論鰯1鋼題灘 燦 済
・ご''"瀦 崩 』』』'・」.'・ 一書'・・'一,文 字 の 釈 読 や 木 簡 の 形 状 な どの 詳 細 な観 察 を行 う こ

王興寺塔跡の発掘調査現場 とが で きま した。

「■ 公開講座 古代と復古の間 ■「

◆公 開講座 古代 と復古 の間 す画期 的な本 となっ

2008年3月22日(土)13:00～18:00て います。

於:本 学コラボレーション3階大講義室 今 回 の 公 開講 座

◇古代認識 に革命 は起 きたかpは 、 これ らの成果 を

小湘 泰直(奈 良好 大学)覧 ふ まえ・さらなる展

◇大麻の語砧 代
_、 構ll開 を目指 し・古代 に

◇復古する精神の誕生蕪1無1∴ 罐 礁 雛 簾

◇ 主 権 と正 義 と歴 史 た 。古 代 に対 す る新

頴 原 義 徳(大 阪大学PD)・r'・j・ ・嵩 ・』1舵 ゴ」1川摺1己・戦丁ヰ た な視 点 の提 示 に、
そし　　 　リ ヨ　り を　 リゴ　し　

本 学COEで は・第5グ ルー プを中心 に・ これ まで 古代史研究に 約十数名 の参加者が

の研 究活動 を総括 す る形 で、2008年1月 青木書店 よ....,新 たな地平壷ひ与く 聞 き入 りま した。

り 『古代 日本 の構造 と原理』 を出版 しま した。 これ 「古代日本の構造と原理』

までの古代 は未 開であ った とい うよ うな古代 観 を覆 青木書店、3,990円

COEサ ロ ン企 画 連 続 研 究 会 古 代 都 市 を 考 え る 〈 第1回 〉

「■ 都市 と条坊 一 なぜ古代都市は条坊 を整備 するのか?一 ■「

◆連続研究会 古代都市 を考 える 第1回 サ ロンの活動の総決算 と して企画 された ものです。

都市 と条坊一 なぜ古代都市 は条坊 を整備 するのか?一 まず 山近氏 は、条坊 制研究 の現状 と課題 を整理 し、

2008年3月29日 田13:00～17:00律 令制 成立 以 前期 の 「国」「四方 」とい った史料 を傭

於:本 学文学部北棟1階N101号 教室 鰍 し、国土形成 と方位観念 ・境 界認識 との関係 を追究

◇ 国土形成 か らみた古代 日本 の条坊制 され ました。次 に前 川氏 は、平泉 の復 原 プラ ンを示 し

山近久美子(防 衛大学校)た 上 で、宇治 ・白河 との異 同 を説 き条坊 制都城 か ら中

◇条坊 の残影 一平泉 ・宇治 ・白河一 世都市へ の移行 を展 望 され ま した。最 後 に宍戸氏 は、

前 川佳代(奈 良女子大学博士研究員)京 職 の職掌 を概 観 した上 で、律令 制期 の「宅」「家 」の

◇八世紀 における京職 の職掌 につ いて 用例 を考 察 し、宅 地班給 と条坊 制 の 関係 につ いて検

宍戸香美(奈 良女子大学大学院生)討 され ま した。討 論 で は約40名 の参 加 者 を交 え、開

◆司会 吉野秋二(奈 良女子大学)放 系 ・閉鎖系 とい った都市 プラ ンの特 徴、風水 思想 と

本連 続研究会 は本学若手研 究者 を中心 とす るCOEの 関連 とい った問題 につ いて議 論が行 われ ました。
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■■ 言卜 報 ■■

本学 の金子裕之COE特 任教授が3月17日 、63歳 退官 された後、本学のCOE特 任教授 として研 究、

で逝去 され ました。先生は2005年3月 に奈良文化 教育 に当た られていま した。謹んでご冥福 をお祈

財研 究所 を飛鳥藤原宮跡発掘調査部長 として定年 りいた します。

「■ 研究活動報告 ■「

◆ 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム ※詳細は本誌2頁

古 代 東 ア ジ ア に お け る都 市 の 成 立 ◆ 研 究 会 古 墳 時 代 像 の 再 構 築 に 向 け て

第1日:2008年2月16日 幽13:00～17:152008年1月26日(土)14:00～17:00

於:本 学文学部南棟2階S218号 教室 於:本 学文学部北棟1階N101号 室

第2日:2008年2月17日(日)9:00～15:00※ 詳細は本誌2頁

於:本 学文学部南棟2階S218号 教室 ◆ 公 開 講 座 古 代 と復 古 の 間

※詳細は本誌1・2頁2008年3月22日(±)13:00～18:00

◆ 国 際 講 演 会 ハ ノ イ の 古 代 宮 殿 於:本 学コラボレーション3階 大講義室

TongTrungTin(ベ トナム社会科学院考古学院)※ 詳細は本誌3頁

2008年2月18日(月)◆ 連 続 研 究 会 古 代 都 市 を考 え る 第1回

於:本 学文学部南棟2階S225号 教室 都 市 と条 坊 一 な ぜ 古 代 都 市 は条 坊 を整 備 す る の

◆ シ ン ポ ジ ウム 王 の 条 件 か?一

一 水 林 彪 著 『天 皇 制 史 論 』 を め ぐ っ て 一2008年3月2g日 出13:00～17:00

2008年3月4日 脚13:00～17:30於:本 学文学部N棟101号 教室

於:本 学大学院F棟5階 会議室 ※詳細は本誌3頁

■■ お知 らせ ■■

◆ 研 究 会 「東 南 ア ジ ア の古 代 都 市 」

2008年4月19日(土)10:00～12:00於:奈 良女子大学文学部南棟2階S225号 教室

報 告 者:上 野 邦 一(奈 良女子大学)

◆ 研 究 会 「古 代 の伊 豆 は 島 国 で あ っ た 一天武朝における伊豆国の成立を論 じて、伊豆国造 ・伊豆 卜部に及ぶ一」

2008年5月17日 仕)14:00～17:00於:奈 良女子大学文学部北棟2階N202号 教 室

報 告 者:原 秀 三 郎 瀞 岡大学名誉教授)

◆ 連 続 研 究 会 古 代 都 市 を考 え る 第2回 都 市 と仏 教

2008年5月31日 仕)13:00～17:00於:奈 良女子大学文学部北棟1階N101号 教室

上 川通 夫(愛 知県立大学)「 古 代 仏 教 と寺 院配 置 」

宮 地 明子(奈 良女子大学)「 古 代 都 市 に お け る神 祇 と仏 教 一唐祠令と日本神祇令の比較を中心に一」

中 川 由莉(奈 良女子大学大学院生)「 寺 院組 織 と国家 の僧 尼 管 理 」

斉 藤 恵 美(奈 良女子大学大学院生)「 古 代 都 市 と霊 一 ミタマ ・ゴリヨウと仏教の関係より一」

◆2008年 度 連 続 市 民講 座

第1回2008年5月22日(木)18:00～19:30「 東 南 ア ジ ア の古 代 都 市 」 上 野 邦 一(奈 良女子大学)

第2回2008年6月26日(洞18:00～19:30「 中 国 の古 代 苑 池 」 北 田裕 行(奈 良女子大学COE研 究員)

第3回2008年7月31日(木)18:00～19:30「 古 代 女 性 の袴 と裳 」 岩 崎 雅 美(奈 良女子大学)

於:奈 良女子大学コラボレーションセンター3階 大講…義室(第1回 ・第2回)、 奈良女子大学文学部北棟2階N202号 教室(第3回)

*各 回 とも入場無料、参加申し込み不要。

『奈 良 と古 代 』 第14号2008.3.31

発 行:奈 良女子大学21世 紀COEプ ロ グラムNewsLetter編 集 委員会

〒630-8506奈 良市北魚屋東町 奈良女子大学COE研 究室 ・古代学学術研究セ ンター

TEL&FAX:0742-20-3779

ホ ームページ:http:〃koto.nara-wu.acjp/coe/E-mail:coe-kodai@cc.nara-wu.acjp
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